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危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
の
保

安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
6
月
の
第
2

週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

身
近
に
あ
る
危
険
物
の
危
険
性
を
認
識

す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
取
扱
方
法
や
保

管
方
法
に
関
す
る
知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

《
危
険
物
と
は
》

　

危
険
物
と
言
え
ば
、「
化
学
物
質
」、「
激

し
く
燃
え
る
」
と
い
う
印
象
が
あ
り
、
特

殊
な
用
途
だ
け
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
皆

さ
ん
の
身
の
回
り
に
も
危
険
物
を
利
用
し

た
製
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

「
ガ
ソ
リ
ン
」「
灯
油
」「
軽
油
」
な
ど
の

燃
料
類
を
は
じ
め
、「
マ
ニ
キ
ュ
ア
」「
除

光
液
」「
接
着
剤
」「
着
火
剤
」「
ペ
ン
キ
」「
ヘ

ア
ー
ス
プ
レ
ー
」
な
ど
「
危
険
物
」
を
利

用
し
た
製
品
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
身
近
な
も
の
で
す
。

《
危
険
物
の
事
故
事
例
と
事
故
対
策
》

　

家
庭
に
お
け
る
事
故
事
例
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

保
管
方
法
や
取
扱
い
方
法
を
再
確
認
し
、

危
険
物
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
事 

例
1
】
楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
は

ず
が
…

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
の
炭
火
に
ゼ

リ
ー
状
の
着
火
剤
を
注
ぎ
足
し
た
と
こ

ろ
、
着
火
剤
の
一
部
が
火
の
着
い
た
状
態

で
飛
散
し
、
コ
ン
ロ
の
前
に
い
た
子
供
が

や
け
ど
し
た
。

（
対 

策
1
）
ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
を
使
用

す
る
と
き
は
、
使
用
方
法
を
よ
く
確

認
し
、
燃
え
て
い
る
も
の
へ
の
注
ぎ

足
し
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
事 
例
2
】
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
を
楽
し
む
は

ず
が
…

　

マ
ニ
キ
ュ
ア
除
光
液
で
爪
の
手
入
れ
を

し
て
い
た
途
中
で
、
た
ば
こ
を
吸
お
う
と

ラ
イ
タ
ー
で
火
を
着
け
た
と
こ
ろ
、
除
光

液
に
引
火
し
、
や
け
ど
し
た
。

（
対 

策
2
）
室
内
で
除
光
液
を
使
用
す
る

場
合
は
換
気
を
十
分
に
行
な
う
と
と

も
に
、
周
囲
の
火
気
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
事 

例
3
】
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
つ
も
り

が
…

　

台
所
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
中
、
使
い

終
わ
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る
た
め
に

穴
を
開
け
た
と
こ
ろ
、
缶
内
に
残
っ
て
い

た
ガ
ス
が
噴
出
し
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
火

が
引
火
し
て
火
災
と
な
っ
た
。

（
対 

策
3
）
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
を
完

全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
捨
て
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
缶
に
穴
を
開
け
る
と
き

は
周
囲
の
火
気
に
十
分
注
意
し
、
必

ず
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

《
ガ
ソ
リ
ン
の
取
扱
い
に
つ
い
て
》

〜
ガ
ソ
リ
ン
の
購
入
と
運
搬
の
注
意
点
〜

　

危
険
物
を
運
搬
す
る
方
法
は
、
危
険
物

の
性
質
や
危
険
性
に
応
じ
て
容
器
の
材
質

や
容
量
が
消
防
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ガ
ソ
リ
ン
の
場
合
は
、
消
防
法
に
基
づ
く

「
落
下
試
験
」、「
気
密
試
験
」、「
内
圧
試
験
」

等
の
試
験
基
準
に
適
合
し
て
い
る
60
リ
ッ

ト
ル
以
下
の
「
金
属
製
容
器
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
乗
用
車
等
で
運
搬
す

る
場
合
に
は
、
22
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
金
属

製
容
器
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
及
び
運
搬
す
る
た
め

に
必
要
な
容
器
が
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
で
一
般
消
費
者
用
に

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。　

・
正
し
い
運
搬
方
法
は
？

　

自
動
車
で
運
搬
す
る
方
法
は
、
消
防
法

で
定
め
ら
れ
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

● 

容
器
の
収
納
口
を
上
方
に
向
け
て
、
落

下
、
転
倒
及
び
破
損
し
な
い
よ
う
積
載

し
て
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

容
器
の
収
納
口
を
確
実
に
密
栓
し
て
く

だ
さ
い
。

● 

容
器
の
外
部
に
は
、危
険
物
の
品
名（
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
）、
数
量
（
○
○
リ
ッ
ト

ル
）、
注
意
事
項
（
火
気
厳
禁
等
）
を

表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

危
険
物
の
保
管
や
運
搬
の
際
の
事
故
防

止
と
み
な
さ
ん
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
消
防
法
令
に
適
合
し
た

容
器
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
し
、
運
搬
し
て

く
だ
さ
い
。

《「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
》

　

平
成
23
年
6
月
1
日
よ
り
設
置
義
務
化

が
始
ま
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
の

死
者
数
の
半
数
以
上
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る

も
の
で
、
火
災
の
早
期
発
見
が
非
常
に
重

要
で
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
大
切

な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部　

　

☎
8
7
6

－

0
1
1
9　

内
線
3
2
3

6
月
3
日（
日
）か
ら
6
月
9
日（
土
）

―
平
成
24
年
度
推
進
標
語
―

「
危
険
物  
め
ざ
せ
完
封  

ゼ
ロ
災
害
」

ガソリン専用容器
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お
知
ら
せ

出
水
期
に
入
り
ま
す　

－

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
す

－

　

出
水
期
と
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ

り
川
が
増
水
し
や
す
い
時
期
を
さ
し
、
一

般
的
に
は
6
月
か
ら
10
月
頃
で
す
。
台
風

や
梅
雨
前
線
等
に
伴
う
降
水
量
と
風
速
等

は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情

報
に
よ
り
、あ
る
程
度
予
測
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
て
、
自
分

と
家
族
等
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
気
象
警
報

　

 　

気
象
庁
は
、
重
大
な
災
害
が
起
こ
る

お
そ
れ
の
あ
る
と
き
（
市
町
村
域
毎
に

定
め
て
い
る
基
準
に
達
す
る
と
予
想
し

た
場
合
）
に
、
警
戒
を
呼
び
か
け
る
た

め
の
気
象
警
報
を
発
表
し
ま
す
。
大
雨

警
報
や
暴
風
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場

合
、
防
災
行
政
無
線
放
送
、
防
災
情
報

メ
ー
ル
配
信
（
※
1
）、

湘
南
ビ
ー
チ
Ｆ
Ｍ
放
送

等
で
、
当
該
発
表
情
報

を
確
認
で
き
ま
す
。
発

表
を
覚
知
し
た
場
合
、

可
能
な
限
り
外
出
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

　

 　

町
に
お
け
る
主
な
気

象
警
報
発
表
基
準
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

※
1 　

要
登
録
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

※
2 　

平
坦
地
以
外
に
お
け
る
基
準
で

す
。
平
坦
地
で
、
45
㎜
／
ｈ
の
雨
量

が
予
想
さ
れ
る
場
合
も
発
表
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
大
雨
警
報
は
、
こ
れ
ら

の
基
準
以
外
に
、
土
壌
が
含
む
水
分

が
高
ま
っ
た
時
に
も
発
表
さ
れ
る
場

合
あ
り
。

※
3 　

底
面
の
大
き
さ
が
縦
1
メ
ー
ト
ル

×
横
1
メ
ー
ト
ル
で
、
あ
る
程
度
の

深
さ
が
あ
る
直
方
体
型
の
容
器
が

あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
1
時
間
で

そ
の
容
器
の
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

深
さ
ま
で
、雨
水
が
た
ま
る
量
で
す
。

差
し
て
い
る
傘
の
上
に
、
1
時
間
あ

た
り
、
1
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
牛
乳

パ
ッ
ク
50
本
分
の
水
分
が
降
り
注
ぐ

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

※
4 　

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
を
、
わ
ず
か

4
秒
で
走
り
抜
け
る
速
さ
で
す
。

●
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

　

 　

避
難
勧
告
と
は
、
皆
様
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
避
難

の
た
め
の
立
退
き
を
勧
め
、
又
は
促
す

た
め
に
発
令
す
る
も
の
で
す
。
避
難
指

示
も
同
様
の
意
味
で
す
が
、
災
害
が
、

よ
り
目
前
に
切
迫
し
て
い
る
場
合
に
発

令
し
ま
す
。
発
令
時
の
伝
達
方
法
は
、

気
象
警
報
と
同
様
で
す
。
発
令
す
る
場

合
、
開
設
す
る
避
難
所
も
併
せ
て
伝
達

し
ま
す
の
で
、
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
覚

知
し
た
場
合
、
速
や
か
な
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

た
だ
し
、
避
難
に
は
危
険
も
伴
う
た

め
、
避
難
が
困
難
な
時
は
、
自
宅
そ
の

他
の
上
階
へ
移
動
す
る
だ
け
で
も
減
災

効
果
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 　

町
に
お
け
る
主
な
避
難
勧
告
・
避
難
指

示
の
発
令
基
準
（
※
5
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

対象
災害

発令基準
避難勧告 避難指示

（
※
6
）

風
水
害

森戸川下小路
橋の水位（※
7 ）が3.68ｍ
以上、又は、
下山川星山橋
の水位（※ 7）
が4.8ｍ以上と
なった時

森戸川下小路
橋の水位（※
7 ）が4.28ｍ
以上、又は、
下山川星山橋
の水位（※ 7）
が5.4ｍ以上と
なった時

（
※
6
）

土
砂
災
害

前日までの連
続雨量が100㎜
以上あり、当
日の日雨量が5
0㎜を越えた時

左記の基準を
満たし、かつ、
さらに危険が
高まったと認
められる時

※
5 　

基
準
は
一
例
で
、
こ
れ
ら
の
基
準

を
参
考
に
、総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

※
6 　

45
㎜
／
ｈ
の
雨
量
を
前
提
条
件
と

し
て
い
ま
す
。

※
7 　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
（
神
奈
川

県
雨
量
水
位
情
報
）
で
確
認
で
き
ま

す
。

http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/sys/
suibou/w

eb_general/suibou_joho/
m
ain.htm

●
避
難
場
所

　

 　

昨
年
9
月
に
作
成
し
た
葉
山
町
防
災

マ
ッ
プ（
※
8
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
町
内
会
・
自
治
会
の
回
覧
板
そ
の
他

を
利
用
し
て
配
布
し
ま
し
た
。
町
消
防

署
3
階
に
、
配
布
可
能
な
在
庫
が
あ
り

ま
す
。

※
8 　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
（
防
災
関

連
マ
ッ
プ
）
で
確
認
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.hayam
a.lg.

jp/3/3_5.htm
l

●
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　

 　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
、
土
砂
災

害
防
止
法
（
※
9
）
に
基
づ
い
て
指
定

さ
れ
た
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
の
こ
と
で
す
。
町
で
は
、
今
年
3

月
19
日
に
「
が
け
崩
れ
（
急
傾
斜
地
の

崩
壊
）」
に
対
す
る
区
域
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

 　

土
砂
災
害
は
、「
が
け
崩
れ
」の
他
に
、

「
土
石
流
」
や
「
地
す
べ
り
」
が
あ
り

ま
す
。
今
後
こ
れ
ら
に
対
す
る
区
域
指

定
も
受
け
る
予
定
が
あ
り
ま
す
。
町
で

は
、
各
町
内
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ん
に

も
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
全
て
の
指
定

区
域
を
反
映
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
指
定
済
の
区
域
（
※
8
）
に
つ
い

て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
9 　

土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

る
た
め
、
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
に
つ
い
て
周
知
さ
せ
る
こ
と

及
び
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
る

法
律
で
す
。

問
合
せ　

総
務
課
防
災
係　

☎
内
線
5
6
1

防
災
行
政
無
線
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
チ
ャ
イ
ム
音
を
変
更
し
ま
す

　

毎
日
、
18
時
に
防
災
行
政
無
線
で
試
験

放
送
し
て
い
ま
す
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ

ム
音
を
6
月
1
日（
金
）か
ら
浜
辺
の
歌
に

変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
防
災
係

　

☎
内
線
5
6
1

名称 基準
大雨警報（※ 2） 50㎜／ｈの雨量（※ 3）
洪水警報（※ 2） 50㎜／ｈの雨量（※ 3）
暴風警報 25㎜／ｓの平均風速（※ 4）
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民生委員・児童委員
　民生委員・児童委員は、行政と地
域住民のかけ橋として、行政サービ
スの利用に関する助言等を行います。
　町からは、民生委員・児童委員に

災害発生時の安否確認等に備え、地
域に一人住まいのお年寄り等の情報
を提供します。民生委員・児童委員
には守秘義務があり、相談内容につ

いての秘密は守られますので、安心
してご相談ください。

問合せ　福祉課　☎内線231　

（敬称略）
字 担当地域等 氏名 電話

木古庭

入、後山 2、広尾、
沢田 秋山裕子 878－6165

アラク、高祖坂、
光団地 遠藤和江 878－7032

大沢、刈山、藪、
後山 1 杉山美惠子 878－7432

上山口

大沢谷、寺前、栗坪、
新沢 坂田洋子 878－7737

唐木作、間門、
京浜団地 宮川政令 878－6859

大沢、正吟 永津雄子 878－7219

下山口

1 ～ 8 －1,9,10
12－ 1 ～12－ 5 　
41,45

須藤トクエ 875－5946

14－2、16－1～31
39,42～44 沼田東治 875－3111

8 － 2 ～ 8 －4,11,
12－1,13－1～13－5,
14－1,15, 32～38,40,
46

大谷淳子 875－8250

葉山一色台
（一色含む） 村田文子 875－4388

一色

第 1　 1～11－ 1 、　
第 2平の越1,2 櫻井初江 876－1668

第 1 　15～25 鈴木仁子 875－8050
第 1 　11－ 2 ～14－
4 、26～29－ 2 市川美惠 876－2574

第 2 　 1 ～16 鈴木永次 875－0451
第 2 　17～33 柿崎光子 875－2974
パークド葉山四季 中川智子 875－9250
第 3 　11～27、54 加藤照子 877－1644
葉山エコー会
第 3　 1～10、28～31 上野英樹 875－5340

第 3 　32～53、55 梶山悦子 875－9335
第 4 鈴木佳子 875－4844
第 5 杉野三千代 876－0412
芝崎 未　定
つつじケ丘 酒井三津塩 875－4805

字 担当地域等 氏名 電話

堀内

鐙摺、諏訪町 末継誠一 876－3803
三ケ浦 鈴木鞠子 875－5683
あずま 7 Ａ～ 8 Ｂ、
9Ｂ、 9Ｃ、13～20 田口正子 875－2037

あずま 1～ 6、9Ａ、
10～12 綾部芳子 875－6380

木の下 1～8,10,20,
21,23,24,26,27,29,
31,33,34,35,36

髙梨民雄 875－5009

木の下9,11～19,22,
25,28,30,32 矢村宗克 875－9463

元町たかさご会 佐藤靖子 875－9313
森戸 中川進一 875－2517
真名瀬 小宮和子 875－1841
向原 9、10、14～24、
26、28、30、34、
36～40、42～46

柿本啓子 877－4447

向原 1～ 8、11～13、
25、27、29、31～33、
35、41

和田和美 875－4933

牛ケ谷 8～13、15、
16、20、22、25、
27～31

杤木絢子 875－0368

牛ケ谷 1～ 7、14,
17～19,21,23,24,26 奥原幸子 875－8930

東伏見台 本村希香 875－5630
長柄 下 荒井武男 875－2216

下 2 相澤寶子 875－3775
中 1 杉浦佑子 875－3838
上 山本礼子 875－9331
葉桜1,4ブロック 杉浦強司 875－6070
葉桜2,6,8ブロック 西岡　次 876－1352
葉桜 3ブロック 具志堅勝 875－4636
葉桜 5ブロック 青木英子 875－8175
イトーピア
ＡＢＣブロック 徳岡昭夫 875－7349

イトーピア
ＤＥＦブロック 篠原幸夫 875－6940

イトーピア
ＧＨブロック 山本牧人 875－6453

主任児童委員 鹿嶋千尋 878－7490
主任児童委員 羽田志津枝 875－3654
主任児童委員 横田眞澄 080－5097－8972
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近代美術館　葉山からのお知らせ
休館日　月曜（ 7月16日は開館）、展示替期間（ 5月28日～ 6月 8日）　開館時間　 9時30分～17時（入場は16時30分まで）

☎875－2800
875－2968

「生誕100年　松本竣介展」
会期　 6月 9日（土）～ 7月22日（日）
　 一般1000円、20歳未満と学生850
円、65歳以上500円、高校生100円
　＊中学生以下無料
　松本竣介（1912－1948）の生誕100
年を記念した回顧展。東京に生まれ
た松本竣介は、少年時代を岩手で過
ごし、中学入学を目前に病気で聴力
を失ったことをきっかけの一つとし
て画家を志し上京します。舟越保武
や麻生三郎らと交流を持ちながら制
作に取り組み、35年に第22回二科展
に初入選。建物や人々が幾重にも重
なり合う都会風景や、大地に立つ自
らの姿を大画面に描いた自画像を描
く一方、妻禎子と共にデッサンと
エッセイの雑誌『雜記帳』を創刊す
るなど、文芸活動にも取り組みまし
たが、48年、病気のため36歳の生涯
を閉じました。
　太平洋戦争下の過酷な時代に、画
家として、人間として、充実した生
をまっとうした松本竣介は、36歳と
いう若さでこの世を去りましたが、
その後も日本の美術にとってひとつ
の里程標であり続けてきました。本
展では油彩約120点のほか、彼の創

作の手掛かりとなる素描作品も多数
紹介。また友人宛の書簡なども合わ
せて展示し、人間としての松本竣介
像にも迫ります。
●講演会 1「松本竣介と都市風景の
発見（仮題）」
日時　 7月 7日（土）14時～16時
講師　海野弘さん（美術史家）
会場　近代美術館　葉山　講堂
定 員　70人（要申込み、先着順）、参加無料
●講演会 2「松本竣介とその時代」
日時　 7月14日（土）14時～16時
講師　長門佐季（当館主任学芸員）
会場　近代美術館　葉山　講堂
定 員　70人（申込み不要、当日先着
順受付）、参加無料
●担当学芸員によるトーク
日  時　 6月16日（土）、6月30日（土）14時～
　申込み不要、参加無料（要観覧券）
＊ 展覽会の詳細、講演会の申込方法等
は当館ホームページをご覧ください。
http://www.moma.pref.kanagawa.jp

●彫刻設置調査についてのご報告
　 7月初旬から来年 3月初旬までの
予定で、美術館屋上と一色海岸に、
英国作家アントニー・ゴームリーの
人体彫刻を各 1体展示するプロジェ
クトを計画しております。回覧板や
当館ホームページなどでお知らせし
ておりましたように、専門家を交え
て小型の船からの目視調査を行い、
多方面からの検討の結果、設置場所
の候補としてあげられていた通称
「亀の子島」は、候補から外れまし
たのでご報告申しあげます。
　なお、一色海岸における設置場所
については、引き続き検討を重ねて
まいります。最新の情報につきまし
ては、当館ホームページまで。
http://www.moma.pref.kanagawa.jp/

▲　美術館屋上への設置イメージ
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葉山警察署からのお知らせ ☎876－0110

● 総会屋、暴力団等からの被害に遭
わないために
　県警では、企業対象暴力特別対策
本部を設置して、企業に対する恐喝
や強要等の暴力事犯の取締り及び企
業と総会屋、暴力団等との関係遮断
に向けた各種施策を推進中です。
《企業の方へのお願い》
　 6月の株主総会シーズンに入り、
総会屋や暴力団等の活発な動きが予
想されます。総会屋や暴力団等から

「アプローチや脅されるなどの被害
に遭った」「雑誌、機関紙等の購入
を不当に要求された」などの相談を
警察では受け付けています。
※ 相談・情報がある方は下記までご
連絡をください。
•警察本部暴力団対策課
　☎0120－797049
•県内各警察署刑事課
　（暴力犯捜査担当係）
• 県庁及び各行政センター県民の

声・相談室（暴力相談コーナー）
•神奈川県暴力追放推進センター
　☎045－201－8930
●地域ぐるみの暴走族追放
　近年の暴走族は、グループの小規
模化が進むとともに、警察の取締り
を逃れるため、グループ名を隠し、
小集団でゲリラ的に暴走行為を敢行
している実態にあります。県警では
例年夏場に向けて活性化する暴走族
等の取締りを一層強化しています。


